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１．低圧注入流量の指示不良に伴う運転上の制限に関する時系列 

２０２３年１２月９日 

００時１５分 ４号側の原子炉制御員が B 余熱除去流量計２台のうち１台が正常な指示値を示して 

いないことを確認し、当直課長に報告を行った。 

００時１８分 上記報告を受けた当直課長は、保安規定第３４条の要求である低圧安全注入流量

(余熱除去流量)が２チャンネル動作可能であることを満足しないと判断した。(保安

規定で定める運転上の制限を満足しない) 

 

 

 

 

 

 

０３時００分 関係者との協議の結果、当直課長は、保安規定第３４条の要求および設備の設置状

況を確認し、以下の理由により保安規定で定める運転上の制限を満足していない状

態には至っていなかったことを判断した。 

【理由】 

表３４－４において、安全注入系の低圧安全注入流量は２チャンネルが要求されて

いるところ、低圧安全注入系統はＡ系とＢ系の２系統あり、それぞれの系統で、そ

の流量を監視できることが要求されているものである。 

高浜４号機では、低圧安全注入系統のＡ系とＢ系に、それぞれ流量計が２台設置さ

れている。今回はＢ系の１台にて指示値が正常な値を示していないものであり、残

り１台の指示値に問題のないことから、Ｂ系の流量監視は可能な状態である。 

したがって、今回の事象はＢ系の監視が機能喪失していないため、運転上の制限を

満足している。 

 

２．今後の対応について 

（１）今後とも保安規定に関する判断は、「運転上の制限（LCO）逸脱判断の訂正の運用について」（平

成２０年１２月２２日、原子力発電検査課、電気事業連合会）に基づき、より一層の安全性向上

のため保守的に運転上の制限の逸脱を宣言する。（今回の事例と同様） 

（２）判断に迷う場合は、運転上の制限に関する逸脱宣言を行った後、関係者と協議を行う。 

（今回の事例と同様） 

（３）今回の教訓を活かすため、保安規定第３４条に関する所要チャンネルに係る考え方を整理表とし

てまとめ、運転上の制限に関する逸脱かどうかの判断の際に速やかに確認できる運用を行う。 

 

以 上 

当直課長の認識 

・判断に迷い時間を要することは保守的な判断にならないと考え、保安規定

で定める運転上の制限を満足しないと判断した。 

・判断後に、判断をより正確化するために関係者と協議を開始した。 
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平成 20年 12月 22日

原 子 力 発 電機 査 課

電 気 事 業 連 合 会

運転上の制限 (LCO)逸脱判断の訂正の運用について

■ 保安規定で定める運転上の制限 (以下,LCO)の逸脱※1については,そのおそれ

がある場合にも保守的に LCO逸脱と判断し,実用発電用原子炉の設置,運転等に

関する規則 (以下,実用炉規則)第十二条第四号X2に基づく報告を行つている。
*1●楳安規定第1奪条||(〕理機上の部lr長を満星じない場合)
運転上の制限を満足しない場合とは,各GMが第 3節で定める運転上の制限を満足 し

ていないと判断 した場合をいう。なお,各 GMは ,この判断を速やかに行うね

※字,実用庁湧貝l,第十二粂第麟号

運転上の制限 (操安規定で定める原子炉施設の運転に関する条件であつて,当該条件

を逸脱 した場合に原子炉設置者が誇ずべき措置が保安規定で定められているものをい

う。以下第十九条の十七において同じ。)を逸脱 したときは,その旨を直ちに経済産業

大臣に報告することっただし,第十九粂の十七第五号に掲げるときを除くし

■ 保守的に LCO逸日蛇と判断したものの判断直後に現場にて状態を詳細に確認した

ところ,実態として機能上問題がなかつた事象が発生。
このようなケースでは,安全機能が故障した状態には至つていないため,LC0
は逸脱していなかったことになる。(実用炉規則第十二条第四号に基づくLCO逸

脱時に求められる報告事象には該当しない。)

<運用ルール>
よリー層の安全性向上のため,保守的に LCO逸脱を宣言することを推奨し!その

運用を定着させる。これに伴い,一旦 LCO逸脱を宣言しても,その後の状況確認
の結果,安全機能が喪失した状態に至つていないことが判明し,LCOを満足して
いたことを確認できたケースでは,以下のようなLCO逸脱判断の訂正ができるル

ールとする。

また,保守的な判断を推奨するため,PI― SDP評価の PI「安全系の機能故障件数
(LCO逸脱件数から抽出)」 にもカウントしないようなルールとする。

3町紙のイメージ図参甲

① 警報発生:状態変化の発見等により,関連パラメータや機器の状況を確認し,速やか

にLCO逸脱を判断する(断定できないが保守的にLCO逸脱と判断した事象も含む).

② 社長,国・自治体にLCO逸脱判断の報告

③ その後の状況確認の結果より LCOを逸脱していなかったことが確認された場合は,
「LCO逸脱判断の訂正」を行う。なお,「LCO逸脱判断の訂正」については,警報発

生または状態変化の発見等から24時間程度を目安に行う。

① 社長,国 。自治体にLCO逸脱判断の訂正の報告 (回は,LCO逸脱判断のホームペー

ジアップした場合は,訂正を実施9 PI― SDP評価のPIに もカウントしない)

【LCO逸脱判断の訂正の運用ルール】
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「運転上の制限」逸脱の恐れのある事象の報告タイミングのイメージ図

間イ :「 LCO逮 脱の恐れがある場合」については、ヒCO逸脱しているかどうかの判断に現場が迷う場合をいう。
例え1よ 芸報等が発生し 事像の再現性やプラントデータ等の状況を確認 した段階で報告すべき事象が,1生 したのか否か判断できない場合 イ現場が迷う)がこれに当たる.
(平成 lo年度 原子炉施設保安規定に係る技術資料 (追補)に関する報告審のAB報 を参照し、関西退君己ぅ,

■ 1:「,霊転上の市J限」逸脱判断が当日17時

以前の場合は、速やかに公表。

17時以降の場合は、翌朝準備が整い

次第公表.(HPに公表
'関
電迫記)
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「
――十一―一―十一一―一―>

i

【「運転上の制限J逸脱の恐れがある場合】

断だできないが「運転上の制干長!
逸脱の恐ィ

',が
ある(関/)

「運転上の制限」を逸脱 していること

を確認

警報発生

l大を変化の発見 等
↓

Ｂ

Ｉ

▼

「運転上の制限J逸脱を判断
(断定 )

事象の進展

(ケース 1)
「速やかに」に判断 要求される措置を実施

― … … … … … ― ― ― ― ― ― ― … … 一 ― ― ― 一 ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ― ‐ ― ― ,一 … … … ― ― … … … >

・関連パラメータの確認

・機器の状況確認

▼

社長に報告

国 。自治体に報告

断定できないが「運転上

逸脱の恐オモがある(関すイ)

「運転上の制限Jを満足してい

ことを確認

警報発生

状態変化T)発 見 等
状

:

ダ
l

(警報発生,状態変化】発見等力hら 24時間程度を目安に対応 )

「運転上の制限ど逸脱を判断

▼

「運転上の制

“

良」逸脱判断の訂正
事象の進展

(ケース 2)

「速やかにJ 要求される措置を実施 I

>:

騒重才:晨碗樋監
の確認   : !

↓
社長に報告 (訂正)

国・自治
守
報告qD
▼

O国は、ホームベージにて「運転上の制限」

逸脱半」断の訂正を掲示

●安全実績指標 (PI)に おいて、安全系
の機能故障件数としてカウントせず

:ヽ2:「運転上の制限J逸用,と判断が当日17時

以前の場合は、速やかに公表.

17時以降の場合、翌朝準備が整い次第

公表。 (ホームページに公表 IB尋 電追記)

|イ 3:「運転上の制限」逸脱判断について公表

した場合は、判断の訂正をプレス.

▼
社長に報告

国・自冶体に報告

プレス孝2

アンス*2(関苗迫記) プレスエ 3
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